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はじめに

屋内弱光下において明期時間および光合成有効光置子束密 度

が芝草 （ケンタッキーフ・ルーゲぅ入）の生長および葉色におよぽす影閤

°北宅善昭 I.佐藤恵美 2 .古在蔑樹・久保田智恵利（千葉大匝l

芸） 三輪隆 ・水谷 敦司 （（ 株） 竹中 工務 店技 術研 究所 ）

最近、芝生の利用場所が、従来の 屋 外 か ら ド ー ム 型 球 技 場 あ る い は ア ト リウム

など屋内へと広がってきている 。 屋 内 で は 光 合 成 有 効 光 豆 子 束 密 度 (PPFD)が低い

ため、芝草の生長不良や黄化による芝生の品質低下が起こりやすい 。 植物の生長

ぱ一般に、 1日の積算 PPFD（以下、日 PPFD)に影響される 。屋内低 PPFD下でも ． 補

光により明期時間を延長して日 PPFDを忘めることにより、芝草の生長不良および

黄化を抑制できれば、屋内での芝生の品質維持を計ることができる 。 本研究では、

67-225 口如 m-2ぶの PPFD下において、 PPFDおよび明期時間が芝草の生長および葉

色に及ぽす影響について検討した 。

材料および方法

ケンタッキーブルーグラス (Poapr a tens is L.)の円形ソッド（マット状の芝草

苗、直径 100 mm) を プラスチック製容器 （上面 140x 280 mm、忘さ 105 mm) に充

填した砂培地に移植し、屋外で 12週間栽培した 。 その後 2週間、グロースチャン

バ内において表 1の条件で栽培した後、草志が 30 mmに な る よ う に 刈 り 、 試験を

開始した 。 各試験区の光環境条件を表 2に示す 。 試験区あたりのソッド数は 4個、

試験期間は 6週間とした 。 試験期間中は 1週間ごとに草忘 30 mmになるように芝

草を刈り、刈取った茎葉部（刈取り部 ）の生体重、乾物重、伸長量、クロロフィル

濃度、葉色、および刈取り後の残りの茎葉部 （残存部）の葉色を測定した 。 試験終

了時に、残存部および地下部の生体重および乾物重を測定した 。 葉色の測定には

色彩色差計 (CR-2006、ミノルタカメラ（株））を用いた 。

結果および考察

試験期間を通して、刈取り部の累積乾物重は、 S区 (16時 間 明 期 ）、L区 (24時間

明期 ）ともに PPFDが忘くなるほど大となり、日 PPFDが等しい試験区(S-100と L-67、

S-150と L-100、および S-225と L-150)ではそれぞれほぽ等しくなった（図 1)。 試

験終了時、残存部乾物重は、 S区、 L区ともに日 PPFDが忘くなるほど大となる傾

向を示し、地下部乾物重は、 L区において日 PPFDが嵩くなるほど大となった （図

2)。試験終了時の刈取り部乾物率は、 S区、 L区ともに日 PPFDが忘くなるほど大

となる傾向を示し、日 PPFDが等しい場合は S区 <L区となった（図 3）。 じ a.b・表

色系で表さ れ た 試 験 終 了 時 の 残 存部葉色は、 S区、 L区ともに、 PPFDが 忘 くな る

ほど L• j直は減少（明度低下）、 a• j直は減少 （緑色度上昇）、 b・値は減少 （黄色度低下 ）

した（表 3)。 それらの値ぱ、また、日 PPFDが忘くなるほど減少した 。試 験 終了時

の刈取り部の乾物重あたりクロロフィル濃度は、 S-225区を除いて、 S区、 L区と

もに日 PPFDが忘くなると大となり、日 PPFDが同じ場合は S区＞L区となった （図 4)。

またその濃度は、 S-67区を除いた全試験区で試験開始時の値より大となった 。

以上、日 PPFDを忘くすると、芝草の生長が促進され、葉の黄化が抑制される こ

とが明らかになった 。 したがって、屋内の低 PPFD下において芝草の品質維持を計

るためには、明期時間を延長して日 PPFDを忘めることが有効である 。
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図l.刈取り部累積乾物重
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図2．試験終了時における
残存部乾物重及び地下部
乾物重
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